
  

 

 

 

〔概要〕 

富士通では生産現場での ICT 活用を起点に、流通・地域・消費者をバリューチェーンで結

ぶ「食・農クラウド Akisai（秋彩）」を提供しています。 

食・農クラウドAkisaiは、露地栽培・施設園芸・畜産分野における生産・経営・販売など

を包括的に支援するサービスで、農場の生産管理やコスト管理を行う生産マネジメントは月

額8,000円からご利用いただけます。その他、①生産履歴記録に特化した生産マネジメント

Lite、②生産者と実需者間での需給情報等を管理する集約マネジメントサービス、③圃場の

気温湿度・土中温度・日射量・静止画のデータを定期的にクラウドに送信する圃場センシン

グ等のサービス、④生産者の六次産業を支援する農産加工販売サービス、⑤ICT 利用の促進

や組織的マネジメントをサポートするイノベーション支援サービス等を提供しています。 

 

 

 

〔コラム〕 

我が国の農業における国内生産額は、平成23年度農業・食料関連産業の経済生産（速報）

によると、最盛期の1990年比で約3割減の9.5兆円、農業・食料の国内生産額でも最盛期の

1996年比で約2割減の94.8兆円となっています。一方で、2009年の農地改正法施行等によ

り企業の農地参入が活発化し、39歳以下の若年層の新規就農者数が増加しているなど、農業

分野でのイノベーションの兆しが見え始めています。 

富士通ではこうした動向を踏まえ、農作業の現場での実証実験を全国複数の生産者様と共

に繰り返しながら、現場で使いやすいICTの検討を進め、2012年10月に食・農クラウドAkisai

のサービスを開始しました。 

本サービスをご利用いただいている生産者様からは、圃場毎の生産コストの見える化、圃

場の回転率の向上、単収の向上、作業時間の減少、果実の糖度向上に食・農クラウドAkisai

が寄与しているとの評価をいただいております。 
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また、2013年6月にはAkisaiを活用する場として自社農場「Akisai農場」を開設しまし

た。食・農クラウドAkisaiを実際に活用しながら、露地栽培・ハウス栽培の気付きやノウハ

ウを更に収集しサービスに反映いたします。  

 

 

 

富士通はICTで世界の農業の経営や生産をご支援し、豊かな食の未来の実現に向けた取り組

みを進めてまいります。 

 

〔参考URL〕 

平成23年度農業・食料関連産業の経済生産（速報） 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/keizai_keisan/pdf/keizai_keisan_2011.pdf 

富士通株式会社 食・農クラウドAkisai HP 

http://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/agri/ 

 

〔問い合わせ先〕 

・富士通株式会社 コンタクトライン 

 0120-933-200  


